
 

 

○８番（石丸 定君）〔登壇〕 

おはようございます。ただいま議長より登壇の許可をいただきましたので、８番石丸の一

般質問を行いたいと思います。今回、私は教育長に図書館・歴史資料館について質問し、２

項目として市長にＦＢ良品について質問をいたしたいと思います。よろしくお願いいたしま

す。 

まず、図書館・歴史資料館について教育長にお尋ねします。４月のオープン以来、今日ま

でにたくさんの方からご来館をいただいて、いろんな意見、感想をいただいておると思いま

すが、教育長としてこの５カ月間をどう総括されているのか、まず伺いたいと思います。よ

ろしくお願いします。 

○議長（杉原豊喜君） 

浦郷教育長 

○浦郷教育長〔登壇〕 

８月末までの実績で、来館者の方の数が、前年比 3.5 倍強、44 万 1,329 人。貸し出しの冊

数で 1.8 倍強の 25 万 3,792 冊と順調に、こう推移してきているところでございます。５カ月

経過したわけでありますけれども、来館者の数は相変わらず土日祝日は１日 4,000 人程度と

推移しているところでございます。 

また県外からのリピーターもたくさんおいでいただいています。特に大事に思いますのは、

図書館に割と縁遠かった世代。30 代、40 代、50 代、そのあたりの来館者の方がたくさんお

いでいただいておりまして、いわゆる、あらゆる世代に利用していただく図書館になってい

るのではないかというふうに思っております。 

また、新しい運営のやり方ということについても、関心を非常に強く持っていただいてお

りまして、たくさんの視察、そして御質問等に対応しているという状況でございます。 

一番、今感じますのは、固定的な図書館のイメージじゃなくて、まだまだいろんな可能性

を感じる図書館になっていると。そういうところではないかというふうに考えております。 

○議長（杉原豊喜君） 

８番石丸議員 

○８番（石丸 定君）〔登壇〕 

まあ、図書館の運営に関してましては、まあ、全国の図書館で、いろんな運営のやり方で

創意工夫がされております。 

まあ、一概にあるべき論は言えないと思いますが、まあ、私が今回ずっと理解できなかっ

たのは、社会教育施設、文化施設としての図書館をですね、観光や産業に結びつけるという

考え方ですね。 

まあ、ＣＣＣの社長の増田社長のいわれる企画力。まあ、市長がいわれる日本一の企画力

のＣＣＣですね。まあ、そのＣＣＣの社長がですね、まあ、ビジネスパーソンに贈る経営情



 

 

報雑誌「ＧＬＯＢＩＳ．ＪＰ」というのにレポートされておった発言で「企画という生き方

あすか会議 2013」というのがあったそうですが、そこで発言された中で、この講演の中で、

増田社長は「武雄市図書館・歴史資料館は、名前は図書館だが本のレンタル屋」という発言

をされています。 

また、千葉の市長が８月 13 日のブログ、ツイッターのほうですね。「昨夜、武雄市の図書

館に初めて行きました、結論としては、これは図書館ではないですね。武雄市初のスタバが

あり、本格的な書店やレンタル店が入っている、ちょっとおしゃれな知的集客施設です。デ

ートで来る人たちが多いことからも特異な存在であることが理解できます。新しい概念の施

設で、刺激を受けました。」 

翌 14 日には、「個人的には商業施設と感じました。行政が商業施設を運営すべきかどうか、

という議論もありますが、最終的にはこれが武雄市民にとって知的活動を増進するのかどう

か、と見ていきたい」と、発言されています。 

たしかに、先日も観光バスで多くの方が見学に訪れておられましたが、あの文化施設の商

業利用について、ということについて教育長はどういうふうにお考えでおられるか。 

○議長（杉原豊喜君） 

浦郷教育長 

○浦郷教育長〔登壇〕 

武雄市の図書館をいうときに、「新しい図書館像」、あるいは言葉をかえますと「図書館を

超える図書館像」という言葉で言われるわけであります。 

増田社長の発言をそこのところだけとると、そういう言葉になろうと思いますけれども、

なんか、この今までの図書館に行くのとはちょっと違うと。 

要するに、生き方、ライフスタイルに訴える何かがあるというような発言もされてるわけ

でありまして、そこだけではちょっと――これは代官山に図書館像を持つイメージとも、ま

た重なったりするわけであります。 

全体で判断をいたしたいというふうに思いますし、また、千葉市長さんのも、市民の知的

活動がどうなのか、というこれからの課題を言っていただいているというふうに私は判断を

いたしております。 

そういう意味で、入り口だけで商業的印象を受けるという声は聞くわけではありますが、

後ろのほうの椅子席等もほとんど空いてないような状態で読書に親しんでおられます。そう

いう面では市民の知的行動というのに十分、教育施設として役立っているのかな、というふ

うに判断をいたしております。 

○議長（杉原豊喜君） 

樋渡市長 

○樋渡市長〔登壇〕 



 

 

いろんなね、批判であったり、まあ、称賛だったり、いろんな意見があっていいと思いま

す。 

今まで図書館は、本当は市民のものなのに、ほとんど関心なかったじゃないですか。武雄

市民の皆さんも含めて。と思いますよ。ですので、一部のマニアの人たちだけの公共施設じ

ゃなくて、やっぱり本ってすばらしいです。本に会うこと、私も１冊、あるいは数冊の本で

人生が変わるほどの巨大なインパクトをいただきました。 

だから、我々がやらなきゃいけないのは、本の素晴らしさに今まで届かなかった層に、い

かに図書館に来ていただいて、その図書館の快適な空間の中で、本に親しんでもらうかとい

うこと。 

だからその結果が、３カ月後のアンケートに、石丸議員、出ているじゃないですか。83％

の方々が、この図書館に満足をしてるって、ね、来館者が。外野のツイッターでワーワーい

っている人じゃなくて、まあ、そこは大分教わっていると思いますけれど、そうじゃなくて、

一般に市政の人たちがお越しいただいて、そこで 83％の方が満足していると。70％の来館者

の方々が、図書館のスタッフのサービスに満足しているということからして、私はそういう

言葉尻を捉えるのではなくて、やっぱり来ていただいた方の意見をここでご披露すべきなの

が、僕は議員としての勤めだと思ってますし、それに誠実にこたえるっていうのが政治家た

る市長の役割だと思っています。 

いずれにしても、いろんな解釈やいろんな議論があっていいと思いますけれども、私が一

番大切にしたいのは武雄市民の御意向ですし、なかんずく、来館者の皆さんたちの御意見と

か、ご希望をきちんと踏まえてもっといいものに、もっといいものに修正していくというこ

とが我々に課せられた役割だというように認識をしております。 

石丸議員、今の図書館どうですか。ご自身として。商業施設が全面というふうにあるんだ

けれども、それも市民の皆さんたちからみてどうなんだと思ってますので、私は少なくとも、

多くの市民の皆さんたちから「図書館が変わって本当によかったよね」という言葉、全部と

はいいませんけれども、80％以上が「そうだ」ということを申し上げたいと、このように思

います。 

ぜひ、石丸議員さんの来館者としての御意見をぜひ賜れればありがたいと、このように思

います。 

○議長（杉原豊喜君） 

８番石丸議員 

○８番（石丸 定君）〔登壇〕 

先ほど申しましたように、いろんな図書館の運営のあり方があると思います。将来的には

武雄の運営の形態もできるかもしれませんが、公共の図書館としての、図書館・歴史資料館

の役割ですね。これは指定管理者のＣＣＣとの協定書で決めてありますので、教育委員会と



 

 

ＣＣＣの間で粛々と行われていくと思います。 

先日、図書館の企画展示室で、図書館展を見てまいりました。大体内容的には、図書館の

利用の仕方とかですね、そういう全体的な案内が主で。蘭学の資料はですね、地球儀、天球

儀のレプリカを展示してあり、蘭学資料が少し展示されておりました。 

私――しかしですね、昨年 12 月の議会で答弁されているように、蘭学展示室には常設で

本物を展示するということではなかったかと思っております。 

現在ですね、たくさんの来館者が見えておりますので、本物を見せるいい機会だったと、

私は思っておりますが、常時、本物を展示するということについて、どうなっているのか、

お伺いしてみたいと思います。 

○議長（杉原豊喜君） 

古賀教育部長 

○古賀教育部長〔登壇〕 

歴史資料につきましては、なるだけですね、本物を見ていただくということで考えており

ますけれども、ご指摘の天球儀、地球儀につきましては、ご承知のとおり、この前まで九州

国立博物館において、本物を展示をしていただいたというところでございますし、まあ、今

行われているのは図書館展でもあるということで、資料については１年間ずっと展示をして

いきますとストレスも生じるということですので、メリハリをつけながらですね、企画展等々

では本物を見せていくというふうな方向で考えていきたいというふうに思っております。 

○議長（杉原豊喜君） 

８番石丸議員 

○８番（石丸 定君）〔登壇〕 

企画展示室で常備、備えるんじゃなくて、いろんな企画の度に展示するということですね。 

また、こう図書館を見てですね、名前は図書館・歴史資料館ということで条例にもなって

おりますが、まあ、この５カ月間見てですね、まあ、看板の表記も図書館だけですね。 

〔樋渡市長「違いますよ」〕 

大きな看板ですね。もし図書館だけに特化するのであれば、まあ、条例を改正する必要が

あると思います。（発言する者あり） 

また、昨年の 12 月議会で蘭学館の今後の扱いについて述べましたけれども、我々として

は、これについては蘭学館の位置づけが今後変わりますので条例改正をしたいという答弁も

なされておりますが、このへんの条例改正について、どのように考えておられるか伺います。 

○議長（杉原豊喜君） 

古賀教育部長（発言する者あり） 

○古賀教育部長〔登壇〕 

１点目の図書館の表示でございますけれども、図書館・歴史資料館という表示につきまし



 

 

ては正面入り口、それからゆめタウン側の入口に表示をいたしております。 

２点目につきましては、そういった発言をしたという記憶が全くございません。（発言す

る者あり） 

○議長（杉原豊喜君） 

８番 石丸議員 

○８番（石丸 定君）〔登壇〕 

12 月の上野議員の質問のときにですね、これの文言は議事録をコピーしておりますので。

（発言する者あり） 

○議長（杉原豊喜君） 

議事録をコピーしているということですか。 

○８番（石丸 定君）（続） 

議事録、そのまま、こう―― 

○議長（杉原豊喜君） 

もう１回、読んでください。（「そこだけやなしにちゃんといわんば」と呼ぶ者あり） 

その議事録を、ちょっと今の部分だけちょっと読んでみてください。 

○８番（石丸 定君）（続） 

引用した文で「蘭学館の今後の取扱いについて、申し上げましたけれども、我々としては

これについては、蘭学館の位置づけが今後変わりますので、条例改正をしたいと思います。」

（「蘭学館、したたい」と呼ぶ者あり） 

○議長（杉原豊喜君） 

樋渡市長（発言する者あり） 

○樋渡市長〔登壇〕 

ちょっと、そこだけの引用だとね、ちょっとつまびらかではないんですけれども。まずで

すね、蘭学館の位置づけが変わりましたので、その前に図書館・歴史資料館の関係条例とい

うのは、もう既に変更して、議会で御議決を賜っています。この主旨はですね、今後私が、

私がですよ、蘭学館についてはいろんな場所も含めてちょっと考えたいということをその前

の答弁でいっていますので、それをふまえて、部長さんか教育長かわかりませんけれども、

そうなった場合は変えないといけないということですので。 

今の状況のままで変えるということはないんですよ。ですが、先ほど申し上げたように、

今後いろいろな展開が蘭学館であるとするならば、それに合わせて現状と条例というのを一

致させないといけないですので、その場合には変える必要性があるんでしょうね、というこ

とを申し上げましたので。まあ、そういうことです。 

○議長（杉原豊喜君） 

古賀教育部長 



 

 

○古賀教育部長〔登壇〕 

失礼しました。名称につきましては、蘭学館をなくすということですので、従来の企画展

示室とメディアホールを合わせまして、蘭学・企画展示室という名称に条例を変えさせてい

ただきました。 

この中で先ほども申しましたように、企画展を充実をしていきまして、蘭学等をですね、

常時といいますか、企画展の中で折を見てですね、展示をしていくということで御報告を申

し上げたというところでございまして、重ねて申し上げますと、その部分の名称につきまし

ては条例改正をさせていただいたということでございます。 

○議長（杉原豊喜君） 

８番石丸議員 

○８番（石丸 定君）〔登壇〕 

12 月議会の答弁のことですけども、そのときにはですね、１月には臨時議会を開いて条例

改正も考えてみたいというような発言がありましたので、まあ……（発言する者あり）書い

ていないので、考えが変わったのかということを。（発言する者あり） 

○議長（杉原豊喜君） 

静かに。質問を続けて。 

○８番（石丸 定君）（続） 

12 月の、臨時議会でそういう条例改正――臨時議会を開いて、議長さんに相談したりして、

するということは、もうなくなったということですね。（発言する者あり） 

○議長（杉原豊喜君） 

答弁できますか。樋渡市長（発言する者あり） 

静かに。 

○樋渡市長〔登壇〕 

あの当時、いろんな議論がありましたので、まあ我々としてもね、こう、今までこう類例

がなかったことをやろうとしてましたので、もしそういう場合が生じたら条例改正をしまし

ょう、ということ。 

しかも４月がオープンでしたので、なんというんですかね、その意味も含めて臨時議会の

招集権は私にありますので、それを招集して議論しましょうねと。議論して条例の改定の必

要性があったらね、条例の改正をしましょうということでしたので。 

なんちゅうんですかね、条件が出て来ませんでしたので、臨時議会は招集しなくて済んだと

いうことであります。 

議論の必要性があって、これは条例改正をする必要があれば、すぐ議会を招集させていた

だいて、条例改正することになったかと思うんですけど、その必要性が生じなかったという

ことですので、そのままいかさせていただいたということで、教育長いいよね。いいの。あ



 

 

れ、いつやったっけ。 

○議長（杉原豊喜君） 

ちょっと暫時休憩します。話をかみ合わせてください。 

○樋渡市長（続） 

話をかみ合わせます。 

休   憩    11 時 54 分 

再   開    11 時 55 分 

○議長（杉原豊喜君） 

休憩前に引き続き、再開いたします。樋渡市長 

○樋渡市長〔登壇〕 

先ほど申し上げたとおり、条例の改正の必要性がなかったので、臨時議会を招集しなくて

済んだと。 

そのときに議会からアドバイスをいただいたのは、臨時議会をするのであれば、その前の

12 月議会で条例を追加提案しなさいということを議長からご意見を賜りましたので、その中

で、議会に、先ほど中ぽつが入った条例案、改正案ですよね。これは 12 月議会の定例会で出

したと。 

いわゆる臨時議会というのは、これは釈迦に説法でありますけれども、緊急な場合、ある

いはやむを得ず、開かなければいけない。これは市民病院の民間移譲のときはそうでしたけ

れども、そういった形で臨時議会はそういうふうに位置づけられているということを私は総

務省時代に教わっていますので、定例の議会の中でできることは追加議案であってもするべ

きだ、という議長の御指導の中で、私たちといたしましては、議長並びに議会の御意見を踏

まえまして、中ぽつの、さっきの改正案を出しましたので、そうなったときに改正する必要

性がありませんので、臨時議会の招集はしなかったということでございます。ご指摘ありが

とうございました。 

○議長（杉原豊喜君） 

８番石丸議員 

○８番（石丸 定君）〔登壇〕 

ちょっと、私の、ちょっと考えが――結論的には蘭学館の位置づけは変わらないと、いう

ことでよかったですか。 

○議長（杉原豊喜君） 

樋渡市長 

○樋渡市長〔登壇〕 

いや、だから、先ほども再三申し上げてますとおり、蘭学館の位置づけが変わったのでそ

れに合わせて 12 月議会で追加議案として条例改正をしましたと、いうことですので、今の実



 

 

情に応じて条例改正を変えたということであります。 

○議長（杉原豊喜君） 

８番石丸議員 

○８番（石丸 定君）〔登壇〕 

私の、ちょっとまあ思い違いかもわかりませんけど、自分のあれでは、そういうふうに切

り離して、まあ、蘭学館は蘭学館として、図書館は図書館として、考えていらっしゃるのか

なと思ったので、そういう質問しました。 

次にいきます。 

○議長（杉原豊喜君） 

次にいく。ちょっとここで、そしたら休憩します。 

ここで１時 20 分まで休憩をいたします。 

休   憩    11 時 58 分 

再   開    １時 20 分 

○議長（杉原豊喜君） 

休憩前に引き続き会議を開きます。 

一般質問を続けます。 

８番石丸議員 

○８番（石丸 定君）〔登壇〕 

３月の質問の際には、まだできあがっておりませんでしたので、先ほど、現状を見て、私

が気になった点を質問したいと思います。モニターをお願いします。 

（モニター使用）子ども読み聞かせの場所と、こどもトイレについては、いろんな意見を

聞きます。確かに、広々とした明るい空間で、親子で小さいお子さんに、絵本の読み聞かせ

をなさっている様子を見かけますが、オープンスペースとなっているために、子どもが無邪

気に大きな声で話しますと、周りを気にしたり、こどもトイレが離れているために、気を遣

っておられる方も見かけました。子どもたちの読み聞かせは、お話会のボランティアグルー

プの方たちがなさっておると聞いておりますが、準備や作業する場所は、どこに用意してお

られるのでしょうか。 

○議長（杉原豊喜君） 

古賀教育部長 

○古賀教育部長〔登壇〕 

子どもたちにお話をしていただくボランティアの方々ですけれども、非常に多くの方々に

御協力をいただいているというところでございます。 

今年の４月にリニューアルオープンいたしましてから、各土曜日にですね、毎回お話し会

をしていただいておりますけれども、毎回ですね、非常に多くの子どもさん方に、参加をい



 

 

ただいているというところでございます。 

最初には約 40 名、それからずっと 40 名続きまして、多いときには 145 名という多くの方

にですね、参加をいただいているということでございまして、まあ、準備等につきましても、

非常に大変だというふうに思いますけれども、２階のほうにですね――別室を設けておりま

すので、そこで準備をしていただいたり、新しいところでですね、事前に準備をしていただ

くというようなことで、対応をお願いしているところでございます。 

○議長（杉原豊喜君） 

８番石丸議員 

○８番（石丸 定君）〔登壇〕 

２階の学習室の奥の部屋で、ボランティアさんに優先的に自由に使われているということ

ですかね。はい、ありがとうございます。 

まあ、最近まで、気づかなかったのですけれども、図書館の一番奥のほうに、朗読コーナ

ーというのがあります。ここに、スタッフオンリーというパーテンションポールが、立てら

れておりますが、この部屋は、現在どのような利用がなされているのか、御説明をお願いい

たします。 

○議長（杉原豊喜君） 

古賀教育部長 

○古賀教育部長〔登壇〕 

御指摘の部屋につきましては、改修前からですね、ございますけれども、４名ぐらいが入

れる小さな部屋でございます。ここでは、視聴覚障がいのある方にですね、読み聞かせをす

るというようなことで、対応しておりまして、実際に、そういった使用される方につきまし

ては、大分少ないわけでございますけれども、ボランティアの皆さんには、協力をいただい

ているというのが現状でございます。 

○議長（杉原豊喜君） 

８番石丸議員 

○８番（石丸 定君）〔登壇〕 

改修前も現在も、エポカルフレンズですかね、の方々のボランティアで、翻訳や点字翻訳

をなさっているということで、私は今回まで、このような活動がなされているということは、

あまり知りませんでした。12 月の定例会で、上野議員の質問の中で、エポカルフレンズの方

たちの活動を紹介されていましたが、図書館に来れない人たちにも、いろんな方法で、障が

い者の方たちにサポートをされておられるということです。 

市としては、ボランティアの方たちの支援を、どのように今後も考えておられるのでしょ

うか。市の広報で、図書館自体の紹介も結構ですけれども、ボランティア団体の活動の紹介

も、私は重要だと思います。 



 

 

また、北方町では、図書室を中心に、お話し会のスクラムさんや、ひばりの会、図書館ボ

ランティアの方たちが頑張っておられますが、合併して予算が少なくなったという声も聞こ

えてきます。前北方町長の松本町長より、毎年子どもたちのために、本の購入費を寄付して

いただいておりますけれども、市として分館や分室として予算措置はできないのでしょうか、

伺います。 

○議長（杉原豊喜君） 

古賀教育部長 

○古賀教育部長〔登壇〕 

公民館にございます図書室につきましては、それぞれですね、公民館の事業として、活動

をしているというところでございますけれども、武雄市図書館の分館という位置づけまでは

いたしておりません。ただし、武雄市図書館では、蔵書につきましては、団体貸し出しとい

う制度もございますので、こういったものを使いながら、連携をしていくという形にしてい

るところでございます。 

○議長（杉原豊喜君） 

８番石丸議員 

○８番（石丸 定君）〔登壇〕 

この朗読室の入り口にですね、入ったところに、段差がありましたので、あとはこういう

ところがないかなと思って見てまいりましたけれども、１階エレベーターの入り口に段差と、

スロープの部分がありました。本来、バリアフリーであるべき、図書館。バリアフリーであ

るべきだと思いますが、この辺の改修のお考えはおありでしょうか。 

○議長（杉原豊喜君） 

古賀教育部長 

○古賀教育部長〔登壇〕 

具体的にですね、改修の計画をしているわけではございませんけれども、非常に不都合が

あるというようなことがですね、皆さまから上がってきたというときには、検討をさせてい

ただきたいというふうに思います。 

○議長（杉原豊喜君） 

８番石丸議員 

○８番（石丸 定君）〔登壇〕 

２階のキャットウォークのほうに設置されております、大型の脚立でございますが、――

モニターは消してもらって結構です――。 大型脚立が設置されておりますが、大変大きく、

移動も大変だと思います。安全面でも高所の作業については気をつけなければならないと思

っておりますが、この使うことにどのような対処をされているのか。 

○議長（杉原豊喜君） 



 

 

古賀教育部長 

○古賀教育部長〔登壇〕 

２階のキャットウォーク付近の書架につきましては、非常に高いということもございます

ので、手の届かないところにつきましては、スタッフが取るようにいたしておるところでご

ざいます。 

その際、そのままでは届きませんので、そういった脚立を使っているというのが実情でご

ざいますけれども、高いところにはですね、できるだけ利用頻度の少ない図書を置いている

というようなこともございますので、現在までにこの脚立を使ったというケースは、４回ほ

どございます。 

○議長（杉原豊喜君） 

８番石丸議員 

○８番（石丸 定君）〔登壇〕 

この脚立はですね、両方に、こう手すりがありますけれども、高いところでございますの

で、本を取るときにも上り下りには、できるだけ両方使えるようにして、上り下りしたほう

がより安全じゃないかなと思いますので、本を入れるですね、バッグとか何かを腰につけて

ですね、そういう取ったのをバッグに入れるとか、そういう方法も取ったらいいんじゃない

かなと、いうことを感じましたけれども、そういう、その安全面に対して、あれは、なさっ

てないということで、そのままこう上って、本を取り出しておられるという現状ですかね。 

○議長（杉原豊喜君） 

古賀教育部長 

○古賀教育部長〔登壇〕 

脚立につきましてはですね、安全面を最優先に考えているというところでございますけれ

ども、指定管理業者につきましてはですね、これにつきまして、使用マニュアルを作りまし

て、安全には最大の配慮をしているということでございますので、さらなる安全策があれば

ですね、取り入れていきたいというふうに思います。 

○議長（杉原豊喜君） 

８番石丸議員 

○８番（石丸 定君）〔登壇〕 

このキャットウォークの部分ですけども、この書架の部分にも、パーテンションポールが

設置されておりますが、これは消防法か建築基準法の関係で、こういうパーテンションポー

ルを立てて中に入らないようにされているのでしょうか。 

○議長（杉原豊喜君） 

古賀教育部長 

○古賀教育部長〔登壇〕 



 

 

キャットウォークのパーテーションポールの奥のほうですけれども、これにつきましては、

スタッフオンリーということで、スタッフが入れる場所ということになっております。ここ

につきましてもできるだけ利用頻度の少ない図書を配架をしているわけですけれども、これ

につきましても、ご希望があればスタッフがお取りすると、まあ、そのようなサービスを提

供しているところでございます。 

○議長（杉原豊喜君） 

８番石丸議員 

○８番（石丸 定君）〔登壇〕 

このパーテーションポールを立てて、消防法や建築基準法には、クリアしたということで

理解してよかと。 

○議長（杉原豊喜君） 

古賀教育部長 

○古賀教育部長〔登壇〕 

その通りでございます。 

○議長（杉原豊喜君） 

８番石丸議員 

○８番（石丸 定君）〔登壇〕 

協定書には、年２回の点検及び避難訓練を行うということになっておりますが、現在５カ

月なりましたけども、避難訓練とかそういう予定はどのように立てておられますか。 

○議長（杉原豊喜君） 

古賀教育部長 

○古賀教育部長〔登壇〕 

消防法に規定されております、そのような訓練等につきましては、規定通り行いたいとい

うことで考えおりますので、１回目につきましては、近々のうちに行われるというふうに理

解しております。 

○議長（杉原豊喜君） 

８番石丸議員 

○８番（石丸 定君）〔登壇〕 

それでは最後に、図書館では利用者のプライバシーを守るために、許可なく撮影を禁止し

ているというのが普通でございますけれども、この館内の撮影の許可は、誰がどのような基

準で行っておられるのでしょうか。 

○議長（杉原豊喜君） 

古賀教育部長 

○古賀教育部長〔登壇〕 



 

 

館内の撮影の許可ということでいきますと、図書館長が許可、あるいは不許可をするとい

うことで現在やっているところでございます。 

基準でございますけれども、これにつきましては、公衆の、皆さん方のですね、どういう

ふうに思われるかということで、例えば個人の肖像権の問題もございますので、個人が、あ

るいはネット等に出ていけば非常に困るというようなこともございます。そういった場合に

は、許可ができないということになりますので、一般には許可できないということでやって

いるところでございます。 

○議長（杉原豊喜君） 

８番石丸議員 

○８番（石丸 定君）〔登壇〕 

昨日、新聞に掲載されていました、カリスマブロガーというお方たちが、図書館の見学で

すかね、に来られたというのが載っておりましたけれども、その人のブログをちょっと見て

おりましたが、そういうところに配慮されていないんじゃないかなという気がしましたので、

利用者に対してですね、その写真を撮られる方にできるだけプライバシーを侵害しないよう

にという説明をされておると思いますが、そこら辺はどういう。 

○議長（杉原豊喜君） 

樋渡市長 

○樋渡市長〔登壇〕 

昨日は、私も実は同席してましたので、その場面を見ておりましたけれども、一応、館長

の許可にはなっておるんですけど、館長不在の場合は、一定の権限を持つ職員が、これにつ

いては、写真は撮っていいですということ。これは、あくまでも取材目的でありますので、

そのために撮るためには、腕章ですよね。腕章を許可の証拠として出すということになって

おります。したがいまして、私はちょっとそのまだブログは拝見しておりませんけれども、

一定ね、その配慮をして撮るっていうことは、それは当然のことであります。ですのでそう

いう意味でいうと、分けてやっぱり考える必要があるのではないかなと。要するに、一般の

人が無許可で撮るということと、主に取材目的で許可を出して撮るということについては、

きちんと我々としては、分けて考えてそういった運用をしているところでありますし、私自

身も図書館を撮るといったときについては、図書館長に許可を求めております。 

○議長（杉原豊喜君） 

８番石丸議員 

○８番（石丸 定君）〔登壇〕 

続きまして、ＦＢ良品について伺います。 

今月９月４日で、「ＦＢ良品武雄」から、「武雄サティスファクションギャランティード」。

略して「武雄ＳＧ」として新しくなったわけでございますが、まず最初にサティスファクシ



 

 

ョンギャランティード社についての会社の概要等、改正した経緯について、御説明をお願い

します。 

○議長（杉原豊喜君） 

樋渡市長 

○樋渡市長〔登壇〕 

まずですね、ちょっとモニターいいですかね。 

（モニター使用）これちょっと、全体像をちょっと申し上げたほうがいいと思うんです。

今度やるＦＢ良品を改めて、運営協議会は一番の上部の組織ですけれども、全国ジャパンサ

ティスファクションギャランティード、これは和訳すると満足保証っていうことです。です

ので、全国ジャパンサティスファクションギャランティード運営協議会っていうのをつくり

ました。つくった上で、各加盟団体、これはいろんな団体だったり、武雄市では、物産まつ

り実行委員会で加盟をさせていただいております。 

この運営協議会の中で、私どもは、事業計画の決定、サービスの使用、サービス提供事業

者の選定を行い、これを次の構成員、すなわち、代表構成員は、株式会社ＳＩＩＩＳ。これ

はページ作成、運用業務、もう一つ構成員としてご質問が賜りました、今般、サティスファ

クションギャランティードジャパンに入っていただき、これは、東南アジアを中心として、

インターネットを通じた新たなブランドマーケティング手法を行い、現在、アパレル、ヘア

サロン美容関連を展開をされております。ここが持つフェイスブックページの「いいね」の

数は、確か 420 万を超しています。武雄市はすごく注目を集めていますけども、武雄市の「い

いね」の数は、それでも、2.6 万です。ですので、420 万という「いいね」の数っていうのが、

どれほどなのかというのは、体感でおわかりになると思います。 

それと、最後になりますけど、構成員として、武雄市を加盟をしております。これは、自

治体、今 15 自治体で、先般、吉野町が入りました。奈良県の世界遺産を有する吉野町が入ら

れましたので、今全国 15 で、今後、今年度いっぱいで、40 の自治体になるというふうに聞

いております。そういった中で、これは企業連合として、団体連合として、ホールディング

スということで、今やっております。そういった中で、いろんな、これについては協定書も

結んでおります。９月になって協定書も結んでおりますので、こういうことで進んでおりま

すし、サティスファクションギャランティードにおいては、主に繰り返しになりますけれど

も、ブランディングと販売促進について、その役割を担っていただくということと考えてお

ります。以上です。 

それと、もう一つこれ、大事な話があった。ちょっと待ってくださいね。 

これ、いろいろ言う人もいましてね、法人に対する政府の財政援助の制限に関する法律っ

て、これ昭和 21 年にできた古い法律であるんですけれども、これ、武雄市が債務保証をして

るんじゃないかと。これは、違法行為・脱法行為じゃないかっていうことを御指摘を賜って



 

 

いますので、あえて運営協議会の中でも、これ一たん整理をしましたので、元々ＦＢ良品の

協議会の中でも、この規定は入れております。債務保証については、入れておるんですけれ

ども、これは第３条の、この法律の「政府又は地方公共団体は、会社その他の法人の債務に

ついては、保証契約することはできない」先ほど言ったように、こういう債務保証をしてる

のは、おかしいんじゃないかという御指摘がありましたけれども、これ、武雄市の顧問弁護

士にも相談しましたし、いろんなところに相談しましたけど、ここで述べている保証という

のは、自治体が金銭的な保証をするんではなくて、金融機関にいて資金を企業が調達すると

き、その企業の信用について資金を調達しやすいように自治体が保証を与えることを指して

いて、公と民の共同事業に当てはまるものではないと。また、このような形の公と民の連携

を規制する法律はないということですので、この法律とたがうことをやってることではあり

ません。したがいまして、もし御質問があれば答えますけれども、今般、契約書、確かにＦ

Ｂホールディングスのときには債務保証は入っておったんですけども、今回の９月になって

からの契約、これＳＧになりましたので、ＳＧの協定書には、そういった誤解を招くような

文言は削除しております。これは念には念を入れてであります。 

今まで脱法行為とか違法行為をしていたわけじゃなくて、それは前の顧問弁護士、前、八

谷先生でしたので、八谷先生にも照会したら、何ら問題はないと。今般、新たにみどり法律

事務所が顧問弁護士でございますので、そこの顧問弁護士に相談しても何ら問題ないけれど

も、私どもの、やっぱり誤解があってはいけないということで、丁寧に御説明する意味も含

めて、今回、債務保証の文言というのは、切り離して削除をしておる次第であります。ツイ

ッターでもね、いろんな御指摘をいただいてるのは、本当にありがたく思っておりますし、

今回そのＳＧの中で、いろんなことを踏まえてよりよきするものにするためにも、こういっ

たことについても、きちんと意を尽くしているという次第であります。ですので、ぜひ議員

さんにおかれても、いろんな御指摘をこれからも、我々が賜ればありがたいと、このように

考えております。 

○議長（杉原豊喜君） 

８番石丸議員 

○８番（石丸 定君）〔登壇〕 

今回の変更はですね、運営協議会自体の名称がジャパンサティスファクションギャランテ

ィード運営協議会へ変わって、各自治体のサイトがＦＢ良品から何々ＳＧへ移行したと。そ

れ以外も何か変更があったんですかね。 

○議長（杉原豊喜君） 

樋渡市長 

○樋渡市長〔登壇〕 

これは、先ほど答弁したとおりでございます。名称が変わって、かつ御指摘を賜ったもの



 

 

については、今まで、我々が別に違法行為とか脱法行為とかやるわけじゃないんですけれど

も、そういった御指摘のあるものについては条文的には整理をしたっていうことなんです。

それでロゴも今回変えております。ＦＢ良品からジャパンＳＧっていう商標のロゴも変えて

おりますし、先ほど御指摘がありました、例えばＦＢ良品武雄は、武雄ＳＧと。武雄サティ

スファクションギャランティードというように変えていますので、これも運営協議会の全国

ＦＢ良品の運営協議会の最後の場でそういった意志決定をさせていただいております。それ

に沿って名称の変更とかロゴの変更とか、先ほどのさまざまな、ほかにも、どういう運用を

するかということについても、一たん整理をしていただいております。 

ただし、ＦＢ良品で結構名が売れています。きのう参りましたけれども、東急ハンズ。東

急ハンズの博多駅のところに入っているところでもＦＢ良品っていうふうに入れています。

ですので、ちょっとこれ、移行期間が必要なのかなと思っておりますので、ＦＢ良品の商標

は、これも法的には問題ないんですが、しばらくの間はジャパンＳＧへの移行周知を行って

いくために、一定の時間、時期ですね、ホームページであったりとか、あるいは商品包装等

においては使用していきたいと。今も議員はお買い上げていただいてないと思い――ぜひ、

お買い上げいただきたいんですけど。そういった中で、２つ、今併記をしておりますので、

そういった意味で移行については、皆さんの誤解をね、招くことがない、ＦＢ良品がＳＧに

ちゃんと変わってますということも含めて、我々としては努力をしていきたいなと、このよ

うに考えております。 

○議長（杉原豊喜君） 

８番石丸議員 

○８番（石丸 定君）〔登壇〕 

ＦＢ良品のロゴマークについては、今説明いただきましたけれども、せっかくロゴマーク

が定着してるので、利用されたらどうかなと思っております。今度のお歳暮用にもカタログ

をつくるという話もございますので、そのときの…… 

〔市長「買うてくださいね」〕 

そのときのロゴは…… 

〔市長「だから、買うてくださいね」〕 

ＦＢ良品を使うと。 

○議長（杉原豊喜君） 

樋渡市長 

○樋渡市長〔登壇〕 

これは石丸先生が、こんなに質問されているっていうことは、大量に買っていただくもの

だと思っていますので、ちょっと丁寧に御説明したいと思うんですけれども、先ほど協定書

について申し上げましたけれども、これ今般ですね、ＳＧに変わったことによって、業務に



 

 

関する包括的業務委託企業連合規定書っていう協定書を変えました。これについては９月２

日付けで変えております。ですので、そういった中で９月４日にサティスファクションギャ

ランティードということになりましたので、その前に９月２日付けで再契約をしております。 

そういった中で、先ほど議員からありましたように、ＦＢ良品でかなり新聞とかテレビと

かで出てますので、恐らくお歳暮の時期については、平日で多分出てくると思うんですよね。

ですので先ほども申したとおり、やっぱり自然にＦＢからＳＧになっていくように、黒は白

っていうふうにはいきなりなりませんので、ゆっくりゆっくりしていく必要があるだろうと。 

これは各自治体の皆さんたち、加盟自治体からもそのような御指摘がありますので、それ

は加盟自治体の御意向も十分に踏まえて運営をして参りたいと、このように考えております。

貴重な御意見ありがとうございます。たくさん買ってください。 

○議長（杉原豊喜君） 

８番石丸議員 

○８番（石丸 定君）〔登壇〕 

ちょっとモニターをお願いします。 

（モニター使用）このような、一応前回の話を聞きながら、スキーム図をつくったのです

けれども、先ほどの市長の説明とちょっと違っておると思いますが…… 

〔市長「違います」〕 

これはＦＢ良品の…… 

〔市長「はい」〕 

大体、ここと、全国ジャパン運営協議会の名前とＳＧの名前が変わるだけかなと思ったら

…… 

    〔市長「違います」〕 

企業連合、前はアラタナと契約されておられたようですけど、先ほどの、ここに、アラタ

ナのところに、サティスファクションギャランティードが入るっていうことになるとですか。

なんか違ったらちょっと…… 

〔市長「ちょっと違ってますね」〕 

説明お願いします。 

○議長（杉原豊喜君） 

樋渡市長 

○樋渡市長〔登壇〕 

（モニター使用）ちょっとそれは、まとめていただいたのはありがたいんですけど、間違

っております。ちょっと私が先ほど示したものに、ちょっと変えてほしいんですけれども、

要は、例えばＳＩＩＩＳが全部、先ほどのね、石丸先生のお話だとＳＩＩＩＳが上にどんと

あって、ＳＩＩＩＳの中に、例えばアラタナさんとか武雄市があるっていうイメージだった



 

 

んですけども、それは完璧な間違いでＳＩＩＩＳはワンオブゼムです。ワンオブゼムですけ

れども、これは代表構成員をこの場合は持たなきゃいけないんですよ、業法の規定によって

ね。ですので、代表構成員はＳＩＩＩＳさんがやりますと。それでサティスファクションギ

ャランティードと構成員の武雄市がここに入っていて、これについては均等の権限を持って

ます。３分の１、３分の１、３分の１ずつ、均等な権限を持っていて、その中でこの上部の

運営協議会でお示ししていただいたものをシステム的、あるいは販売促進、あるいは自治体

導入、支援業務に移していったときに、具体的にどういうふうにしようかということを、こ

の３者で協議をして決めていくという流れになってますので、どこかのところが突出して権

限を持ってるというようなものではありません。 

ですが、繰り返し言いますけれども、こういった議員よく御存じのとおり、企業連合を組

むときというのは代表が必ず必要となります。ちなみに運営協議会の代表は私であります。

ですので、これは団体の代表という意味で、代表構成員として、株式会社ＳＩＩＩＳさんが

入っているというようになってまいりますので、整理していただいたのはありがたいんです

けれども、これが正解でございます。 

○議長（杉原豊喜君） 

８番石丸議員 

○８番（石丸 定君）〔登壇〕 

それでは、この委託、ホームページの作成とか運用業務を３者で各自治体に、契約をして

いるっていうことですね。 

商業行為の中でですね、何かトラブルがあった場合は、結局それは各団体が責任持つとい

うことで、よかですかね。この３者で責任を持つっていうことになりますか。 

○議長（杉原豊喜君） 

樋渡市長 

○樋渡市長〔登壇〕 

これは別に、通販のＳＧだけじゃなくて全体の施策ですよね。業務をしたときって、これ

は、よくある話なんですよ。要するに、上部の運営協議会で決めたものを下のところに下ろ

して、実際の作業はＳＩＩＩＳとかＳＧとか武雄市がやるというのは、これはよくある話な

んですね。それを前提におくと、何もうちが特殊なことをやっているのではなくて、例えば

それはものによります。例えば、あれですよね、出した商品が悪かったといった場合につい

ては、これは加盟団体が責任を持つことになります。ちなみにページ作成について、例えば

これは遅いとかっていうことになると、これについてはＳＩＩＩＳがその業務を受けている

中で、責任を負うことになります。例えばブランディングとか販売促進でうまくいってない

よねということになった場合は、それはそういう権限を受けている、ＳＧ、サティスファク

ションギャランティードジャパンが、それを受け持つことになります。 



 

 

ただ武雄市の場合は、自治体の導入支援業務ですので、ここに責任が招来するというのは

ちょっと考えにくいんですけれども、だからさまざまな、いろんな過誤とか瑕疵の部分があ

ったときに、それはその対応に応じて、その責任が決まっていくということになります。 

それで最後に申し上げますけれども、このシステム全体についてね、これはおかしいとか

っていうことになった場合については、その運営協議会で、私が会長ですので、運営協議会

で一定の責任を持つということになります。それはとりもなおさず、例えば事業計画とかサ

ービスの仕様とかサービス提供者、事業者の選定に個々あたっていますので、そういう与え

られた権限の中での責任はきちんと招来をしていくということになります。よろしいでしょ

うか。 

○議長（杉原豊喜君） 

８番石丸議員 

○８番（石丸 定君）〔登壇〕 

先日の吉野ＳＧを迎えて、今回 15 団体というふうになったわけですけれども、この組み

合わせというんですかね、このジャパンＳＧとして、武雄市が主体となって全国展開をする

という感じになっておりますが、武雄市としてのメリットというのをどういうふうなことを

考えておられるのか。 

○議長（杉原豊喜君） 

樋渡市長 

○樋渡市長〔登壇〕 

武雄市としてのメリットは、いくつかあります。 

１つは、加盟団体 15 団体の中の一つとして、武雄市の事業者の皆さんの地域の所得向上

というのがあります。今までは例えば単体でそういうインターネットの通販をするというの

はなかなかやっぱり難しいんですよね。それと大手の通販事業者に入っていくと、例えば手

数料であったりとか、広告費を応分に払いなさいって言われることがあるっていうふうに聞

いてます。これは本当かどうかはわかりませんけど聞いています。ですが自治体が看板、軒

先をかざしていただくことによって、しかも商品をいいものをつくれば、これで自治体が売

っていくと、自治体側で売っていくということになります。そして、その手数料も今は５％

しかかからないということを考えた場合に、安くていいものが全国の消費者の皆さんのとこ

に届くということになります。これは武雄ＳＧの単体のメリットのお話でございます。 

次に、武雄が広げている大きな意味として、自治体が加われば加わるほど、消費者の皆さ

んたちっていうのは、またそれに応じて加速度的に増えてまいります。そのときに武雄とい

う名前が必ず出てまいりますので、これはインバウンドの効果も出てまいります。知名度向

上の効果も出てまいります。 

ですので、これ、よく申し上げてますけれども、７年前に私が市長に就任をさせていただ



 

 

いたときは、ラジオ・テレビ・新聞・雑誌・インターネット含めても５万のヒット数だった

のが、図書館前の１年で、48 億 7,000 万になっております。５万が 48 億 7,000 万になって

るんですね。これは、このＳＧで実際に広げてるっていうことも、十分それに類似すること。

それと武雄でだけでやっても広がりません。ですので、これは地域連携です。点が線となり

面となることによって、武雄だけじゃなくて日本の地域がよくなっていくと、地域が非常に

潤っていくという、我々はお手伝いもさせていただいてますので、やっぱり僕は共存共栄が

一番だと思っています。武雄だけでやっても、それはインパクトはありません。ですが、仲

間と手に手をとってね、やっぱり日本の地域をよくしていこう、日本の地域の所得向上を図

っていこうといったときは、武雄にもその分だけの僕はメリットがあるというふうに思って

いて、これを全国に広げるべく、今、展開をしております。 

おかげさまで、これちょっと中身は見せられないんですけれども、僕、今度ヒットメーカ

ー100 人に選ばれたんですよ。だからあのハウステンボスの澤田社長とか、これ誰だ、ルー

ヴルのモナ・リザの照明やった人とか、あとマツダの世界を代表するデザイナーですね。僕

がここに端っこに、ハジパイとして載ってるんですよ。ですので、これは何でこういうふう

に載るかというと、僕の人柄じゃありません。人格でもありません。（「企画力」と呼ぶ者あ

り）企画力っていうよりも、やっぱりＳＧとかあるいは図書館もそうなんですけれども、み

んなが喜んでいただくことをやってるから、こうやって市民の皆さんたちのおかげで、こう

いうふうに載ってると思うんですよね。ですので、今僕は恐らく短い旬だと思います。です

ので、どうせ風はやみます、僕自身に対しては。僕もそんなに、なんちゅうんですかね、自

分を高く思ってませんので、その間にやっぱりですね、武雄市のために、こういう前向きな

取り組みを広げていくっていうことが、もう一つ私に課せられた役割だと思ってます。これ

はトップセールスって言われるかもしれませんけれども、ぜひそういったことも御理解をし

ていただきたい。 

しかしながら一方で、これは誰もまだやったことがないんですよ、石丸議員さん。やった

ことがない話です。図書館も同じです。そういった中には、いろんな不備とか課題はやっぱ

り出てきます、問題点も。それは前向きにやっぱり修正をしていきたいと、それは思ってい

ますので、ぜひ前向きな今まで以上のね、御提案を賜ればありがたいとこのように考えてお

ります。 

○議長（杉原豊喜君） 

８番石丸議員 

○８番（石丸 定君）〔登壇〕 

そしたらジャパンＳＧと今回議案に出ているシンガポール事務所との関係は、どのように

連携されていかれるつもりですか。 

○議長（杉原豊喜君） 



 

 

樋渡市長 

○樋渡市長〔登壇〕 

今度、ジャパンＳＧの初の海外事務所をシンガポールに出します。これは今のところ 10

月の 25 日に開設をしようと思っております。 

今まで例えば、こういったことは政令指定市であるとか、県がやる話だったんですね。で

すが、武雄市だけじゃ無理なんですよ。年間何千万もかかるわけですから。それをさっき言

ったように連携をして、これは何もＳＧに入ってるのが条件じゃありません。海外展開とい

うのはインバウンドもありますので、観光客の誘致の話ですよね。これを僕らインバウンド

と言ってるんですけれども。そういったこともありますので、広く自治体に呼びかけをして、

まず７自治体がこれに入ってくださいました。ＳＧに入ってないところでは、鞍手町ですよ

ね。福岡県の鞍手町が入っていただきましたので、それがもう少しこう広がっていくことに

なると思います。 

私どもでは、職員は武雄市が出そうと思っております。英語ぺらぺら、中国語ぺらぺら、

日本語そこそこの笠原君を、そこの事務所に出す。僕一回驚いたのは、その笠原という男は、

議員よく御存じだと思うんですけれども、どう考えても、口から産まれた男です。うん、も

うどう考えても。でその彼が、僕はびっくりしたのは、あのシンガポールに、以前一緒に行

ったときに、後で聞いたんですけど、タクシーの運転手さんから、あなたどこの省の出身で

すかって言われてるんですよ。どこの省のって、で何言われてたの、いや、なんか福建省だ

と思われたとかって言って。それぐらいの男なんですよ。ですので、そういう人間が適材適

所として、もう傍聴席の方も、もうこんなうなずいていただくのは嬉しいですね。ですので、

そういうふうにですね、やっぱ適材適所でこの業務を担っていただくと。それでＡＳＥＡＮ

には６億人の市場があります、６億人の。そこの１つのきっかけとして、割り勘で事務所経

営をしていきたいと。そうすることによって、直接やっぱ情報が入ってくるんですよね、笠

原君から、情報が各自治体に。これだけですべてっていうのはできるわけがないんですよ、

７自治体でたった１人ですから。でまあ、現地で雇うにしても、多分２人でしょ。そういっ

た中で、これがきっかけとなってね、私どももそうですけど、さらなる海外展開の１つの大

きなきっかけになればいい、というように思っていますので。そういう意味では、これが、

やっぱりどんどん発展していくということに関しては、何か本当に期待をしているところで

あります。 

○議長（杉原豊喜君） 

８番石丸議員 

○８番（石丸 定君）〔登壇〕 

海外向けの通販ということになりますので、ジャパンＳＧのそのサイト見させていただき

ましたけれども、この英文のポータルサイトもつくったら、あの海外向けにはもう少しいい



 

 

んじゃないかなと思いますけれども、いかがですか。 

○議長（杉原豊喜君） 

樋渡市長 

○樋渡市長〔登壇〕 

それはそのとおりで、まずね、最終的には、海外の通販をちょっとやっていきたいと思っ

てるんですけど、その前に笠原君の場合は、例えば伊勢丹とか向こうのね、伊勢丹とか三越

さんとか、いろんなとこで、もうパイプがあるんですよね、実際。あの押しが強い部分があ

って。ですので、まずそういうなんか地域の逸品を、産品を、そういう、例えばデパートに

こう置かせてもらうとか、そういう商談会でそういうふうにやっていくとかっていうのを、

まずちょっとやっていきたいと思っています。もとより、議員のおっしゃるとおり、英語の

サイトっていうのは、絶対必要ですので、それはちょっと、事務所を開設して、まずどうい

うものを置くか、どういうものを展開していくかっていうことを決めた上でね、出していき

たいなというふうに思っております。ですので、これもやっぱり、結構、海外時間がかかる

んですよ。このＦＢ良品、今度ＳＧに改めましたけれども、つい最近始まったように見えて

２年前なんですよ。２年前でやっとここまで、こう来てますので、ちょっと時間っていう、

時間軸をね、少し私どもにいただければありがたいと思ってますし、もとより、でもスピー

ドは、僕は最大の付加価値だと思っていますので、それはどんどん展開はしていきます。そ

ういった中で、その英語のサイトっていうのは、もう少しちょっと待っていただければあり

がたいと、かように考えております。 

○議長（杉原豊喜君） 

８番石丸議員 

○８番（石丸 定君）〔登壇〕 

以上で終わります。 

ありがとうございました。 

○議長（杉原豊喜君） 

以上で、８番石丸議員の質問を終了させていただきます。 

ここで、モニター準備のため、10 分程度休憩をいたします。 


